
 
2014 年度 会員校ミーティング 

 
 

１．スケジュール 

  日時：2015 年 1 月 14 日（水）13：00～14：00 
会場：関東 立命館大学 東京キャンパス 教室２ 

関西 立命館大学 衣笠キャンパス 至徳館 304 東会議室 
       
 

２．議題 

 １．2015 年度以降の体制について（案） 
 

 ２．新規入会校について（報告） 
     2014 年 10 月  神戸学院大学 
     

３．その他 
  2014 年度地域別企画（東日本地域）について 

「日本大学教学戦略シンポジウム ―「教育のオープン化」の“いま”と

“これから”－」（2015 年 3 月 28 日（土）） 
 

 

全体スケジュール 

13：00－14：00 会員校ミーティング 
14：00－16：30 懇談会企画     
 

 

以上  



2015年1月14日（水）

大学 所属名称 職位

田中 俊也 関西 教育開発支援センター センター長

竹中 喜一 関西大学 授業支援グループ

冨田 則幸 関西学院 教務機構事務部（高等教育推進センター担当） 課長

中村 洋右 関西学院 教務機構事務部（高等教育推進センター担当）

池ヶ谷 浩二郎 創価 総合学習支援オフィス 副部長

金井 尚也 中央 学事部　企画課 課長

秋山 裕美 中央 学事部　企画課

井上 真琴 同志社 学習支援・教育開発センター 事務長

野田 宣彦 同志社 学習支援・教育開発センター 教育企画係長

児美川 孝一郎 法政 教育開発支援機構FD推進センター センター長

川上 忠重 法政 教育開発支援機構FD推進センター 推進プロジェクト・リーダー

平山 喜雄 法政 学務部　教育支援課 課長

細川 由佳 法政 学務部　教育支援課　FD担当

客 梦 法政 学務部　教育支援課　FD担当

荒井 康雄 明治 教務事務部　教務事務室

沖 裕貴 立命館 教育開発推進機構 教育開発支援センター長

土岐 智賀子 立命館 教育開発推進機構 講師

石坂 和幸 立命館 教学部 次長

清水 郁子 立命館 教学部　教育開発支援課 課長

岡本 詠里子 立命館 教学部　教育開発支援課

長谷川 岳史 龍谷 大学教育開発センター センター長

腰山 千明 龍谷 教学企画部

小牧 慎二 早稲田 大学総合研究センター 調査役

米内 達也 早稲田 大学総合研究センター

戸田 隆也 青山学院 学務部教育支援課 課長

旭 馨 神奈川 教育支援センター 課長

出石 稔 関東学院 法学部 副学長

池本 尚 北里 教学センター 事務長

雨宮 ゆり 京都産業 学長室（教育支援研究開発担当）

深堀 太博 甲南 大学企画室

生田 哲朗 神戸学院 教育開発センター グループ長

中山 郁 國學院 教育開発推進機構 准教授

小濱 歩 國學院 教育開発推進機構 助教

長嶋 美代子 芝浦工業 教育イノベーション推進センター事務課 課長補佐

西川 鉱治 中部 大学教育研究センター 次長

大熊 紫 中部 大学教育研究センター

井上 史子 帝京 高等教育開発センター 教授

菅原 敏之 東京農業 学務部 部長

大塚 寛 東京農業 学務部 次長

田中 明紀 東洋 ＦＤ推進支援室 課長

渡辺 浩成 東洋 学長室　学長事務課 課長補佐

辻 忠博 日本 FD推進センター 副センター長

大嶽 龍一 日本 学務部　教育推進課 課長補佐

後藤 裕哉 日本 学務部　教育推進課 主任

岸部 亨 明星 教務企画課 課長

青田 淳 明星 教務企画課 主任

2014年度　全国私立大学FD連携フォーラム

会員校ミーティング　出席者一覧



2015 年 01 月 14 日 全国私立大学ＦＤ連携フォーラム 幹事校ミーティング 
2015 年 01 月 14 日 全国私立大学ＦＤ連携フォーラム 会員校ミーティング 

 

2015 年度からの体制について（案） 
 

「2013-2014 年度の体制について」（2013 年 6 月 15 日全国私立大学ＦＤ連携フォーラ

ム総会）で確認された体制の任期が満了することを受けて、以下の通り 2015 年度以降の

体制について提案する。 
 
1. 代表幹事校制度の運用について 

フォーラムのより安定的な運用を目指し、地域担当幹事校として１年務めたのち

に、着任２年目に代表幹事校を兼務する制度としたい。本制度では、代表幹事校の

任期を１年へと短縮し、毎年度、東日本地域と西日本地域での交代制とする。（表

１）なお、本制度の導入には規約改正が伴う。（表２） 
本制度を導入するにあたり、初年度（2015 年度）のみ、１年間、地域担当幹事校兼

代表幹事校を務めることになる。2013-2014 年度は、東日本地域が代表幹事校（法

政大学）であることを鑑み、西日本地域から当該大学を選出することになる。 
 

（表１）代表幹事校の担当について（新制度を導入した場合） 
 

    が代表幹事校 
  
 
 
  （表２）新制度導入に伴う規約改正について 
  新制度を導入した場合、「第 3 章 組織」幹事会 第 8 条 2 の規約の改正を伴う。 

現行 改正後 
第 3 章 組織 
（幹事会） 
第 8 条 本フォーラムに幹事会を置き、

全幹事校で構成する。 
2 代表幹事校、地域担当幹事校、任期の

定めのある幹事校および事務局校の任期

は 2 年とする。ただし、地域担当幹事校

および任期の定めのある幹事校、事務局

校についてはいずれも再任を妨げない。 

第 3 章 組織 
（幹事会） 
第 8 条 本フォーラムに幹事会を置

き、全幹事校で構成する。 
2 代表幹事校の任期は 1 年、地域担当

幹事校、任期の定めのある幹事校およ

び事務局校の任期は 2 年とする。ただ

し、地域担当幹事校および任期の定め

のある幹事校、事務局校についてはい

ずれも再任を妨げない。 
 
 

 2015 2016 2017 2018 2019 2020
東 A A D D F F 

西 B C C E E G 
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2015 年 01 月 14 日 全国私立大学ＦＤ連携フォーラム 幹事校ミーティング 
2015 年 01 月 14 日 全国私立大学ＦＤ連携フォーラム 会員校ミーティング 

 

2. 任期の定めのある幹事校の選出について 
事務局校より、創価大学、龍谷大学に打診を行い、内諾を得ている。なお、両大学

ともに再任となる。 
 

3. 2015 年度の体制について 
1、2 を踏まえ、以下のように 2015 年度の体制を提案したい。なお本体制は 2015
年度総会にて審議、承認を行う。 
 
・代表幹事校：立命館大学 
 任期：2015 年 4 月 1 日～2016 年 3 月 31 日（1 年間） 
 
・地域担当幹事校（東日本地域）：中央大学 
 任期：2015 年 4 月 1 日～2017 年 3 月 31 日（2 年間） 
 
・地域担当幹事校（西日本地域）：立命館大学 
 任期：2015 年 4 月 1 日～2016 年 3 月 31 日（1 年間） 
 
・任期の定めのある幹事校：創価大学、龍谷大学 
 任期：2015 年 4 月 1 日～2017 年 3 月 31 日（2 年間） 
 
・事務局校：立命館大学 
 任期：2015 年 4 月 1 日～2017 年 3 月 31 日（2 年間） 
 
なお、2016-2017 年度の地域担当幹事校（西日本地域）については、2016 年度総

会にて審議予定である。 
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2014 年度 全国私立大学 FD 連携フォーラム懇談会企画 

 

１．概要 

  日時：2015 年 1 月 14 日（月）14：00－16：30  

会場：関東 立命館大学 東京キャンパス 教室２ 

関西 立命館大学 衣笠キャンパス 至徳館 304 東会議室 

      

内容：関東、関西でそれぞれ 3 テーマに分かれて、グループディスカッションを実施し

た後、各グループ代表者からの個別報告（各 3 分程度）を情報共有することによ

り、各大学でのFDに関連する取り組みの改善や今後の方針等の検討情報とします。 

  

２．タイムスケジュール 

時間 内容 備考 

14：00～14：10 挨拶・企画の流れについて  

14：10～15：25 テーマ別ディスカッション 関東・関西の会場ごとで実施 

15：25～15：40 休憩  

15：40～16：20 全体報告会 TV 会議で接続し、関東・関西全体で実施 

16：20～16：30 まとめ・挨拶  

 
 ３．テーマ一覧 

 
テーマ トピック 

A 教学マネジメントからみた IR（Institutional Research）による教育改善 

教育の恒常的な質向上に向けて、多くの高等教育機関が FD及び SDと融合した形での IR 

推進が行われています。 

各大学での IRに関する取組みを情報共有することにより、私立大学に特化した IRによる

「教育プロセスからアウトカムへ」について意見交換を行います。 

B 教育のオープン化に関する各大学の取組み 

MOOCs、OCW や反転授業を始めとする教育情報のオープン化、共有化による教育システムの

構築が行われています。 

一方、その教育効果やインフラ整備を含めたコスト面と教育情報の開示方法について、 

疑問視する指摘もあります。 

今後の大学間連携を含めた各大学の取組みの事例紹介から意見交換を行います。 

C 学生・職員・教員の協働による学生参加型 FDについて 

ボランティア活動を主体とした、学生からの提案による「授業改善」に関する取組みが 

一部、定着しつつあります。しかし、イベントや交流会を主目的とした取組みも散見され、

また、本来の「教員 FDの改善」には、「学生 FD」不要論が多いのは周知の事実です。 

学生参加型 FDの発展性について意見交換を行います。 
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2015年1月14日（水）

テーマA

教学マネジメントからみたIR（Institutional Research）による教育改善

関東会場：教室２ 関西会場：至徳館304東会議室

金井 尚也 中央 森 朋子 関西

秋山 裕美 中央 原田 健太郎 関西

児美川 孝一郎 法政 中村 洋右 関西学院

小牧 慎二 早稲田 井上 真琴 同志社

米内 達也 早稲田 野田 宣彦 同志社

旭 馨 神奈川 河井 亨 立命館

池本 尚 北里 今川 新悟 立命館

小濱 歩 國學院 長谷川 岳史 龍谷

菅原 敏之 東京農業 雨宮 ゆり 京都産業

大嶽 龍一 日本 深堀 太博 甲南

岸部 亨 明星 大熊 紫 中部

テーマB

教育のオープン化に関する各大学の取組み

関東会場：教室１ 関西会場：至徳館302会議室

池ヶ谷 浩二郎 創価 岩﨑 千晶 関西

川上 忠重 法政 冨田 則幸 関西学院

平山 喜雄 法政 沖 裕貴 立命館

清水 郁子 立命館

中山 郁 國學院

井上 史子 帝京

渡辺 浩成 東洋

辻 忠博 日本

テーマC

学生・職員・教員の協働による学生参加型FDについて

関東会場：教室３ 関西会場：至徳館301会議室

細川 由佳 法政 田中 俊也 関西

客 梦 法政 竹中 喜一 関西

出石 稔 関東学院 土岐 智賀子 立命館

長嶋 美代子 芝浦工業 岡本 詠里子 立命館

大塚 寛 東京農業 腰山 千明 龍谷

田中 明紀 東洋 西川 鉱治 中部

後藤 裕哉 日本

青田 淳 明星

2014年度　全国私立大学FD連携フォーラム

懇談会企画
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テーマA



【A】関西学院
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ミドル・アップダウンマネジメントによる教育改善への取組
京都産業大学 教育支援研究開発センター

教育の質向上の観点からみた教育支援研究開発センターの役割

図1 京都産業大学における教育の質向上スパ
イラル（平成23年4月策定）

教育支援研究開発センターでは、「トップレベル」（全学、大学トップ）、「ミドルレベル」（各学部・各部署・
各教育プログラム）、「ボトムレベル」（各科目・各教職員）の3層構造からなるPDCAサイクルを回すことで、
大学全体の教育の質保証、教育改善に全学的に取り組んでいる（図1参照）。各レベルのPDCAサイクル
を意識しながらFD/SD活動に取り組むことで、教育改革・改善のスピード化と実質化を図る。

図2 京都産業大学における教育の質保証シス
テム（平成23年4月策定、平成26年10月改正）

【成果】
小規模で非公式な場での「対話」は、

・構成員の本音、教育観などを引き出し、
「新任教員研修会」等で各教員（ボトム層）と
共有した。

・学長のビジョンを各学部（ミドル層）に伝達
した。

教育支援研究開発センターでは、

①学部廻り（全８学部）：各学部の学部長、
副学部長（またはFD/SD担当者）、学部長補
佐等、センター教職員を交えた意見交換

②学長ミーティング（セラデス勉強会）：学長、
副学長、センター教職員とのビジョンの共有

を通じて、トップ層・ミドル層・ボトム層をつな
ぎ、大学全体の質保証に努めてきた。

【課題】
フィードバックの遅れ≒PDCAサイクルの遅れ

○学部FD/SD推進ワーキンググループ（各学部等副学部長クラス）の機能強化
・トップ層とボトム層の間での意思伝達・施策への落とし込みが早まる。（垂直的つながり）
・学部間の情報共有と連携が促進される。（水平的つながり）

○各学部への情報提供・データ分析に基づいた提案型の改革支援
・各学部固有の問題意識や課題について、他部署と連携しながら、解決にむけた施策を共に検討する。
Ex.「学習成果実感調査」結果から中・低意欲層の抽出  教学データと紐付けて学修支援の方策の提案

今後の教育支援研究開発センターの取組の方向性

【A】京都産業
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1

甲南大学でのIRに関する取り組み

2015年1月14日（水）

全国私立大学FD 連携フォーラム懇談会企画

甲南大学 大学企画室 深堀 太博

2

甲南大学の現状

• きっかけは、2009年度の同志社・北海道・大阪府立・甲
南の4大学連携事業（正式名称：戦略的大学連携事業
「相互評価に基づく学士課価程教育質保証システムの
創出－国公私立４大学IRネットワーク」）採択

• 甲南大学の現状は、IRという言葉が、やっと学長から発
せられるようになったところ

• IRの具体的成果として、学部等に還元できている事例は
ほとんどない

• 取り組みを通じ、データ収集が進んでいることから、執行
部からの依頼や所管業務で必要となった教学データに
ついては、迅速に対応出来る状況

3

具体的な取り組み①

大学間連携共同教育推進事業の推進

• 平成21年度戦略的大学連携事業「相互評価に基づく学

士課価程教育質保証システムの創出－国公私立４大学
IRネットワーク」（同志社・北海道・大阪府立・甲南の4大
学連携事業）

• 平成24年度大学間連携共同教育推進事業「教学評価
体制（IRネットワーク）による学士課程教育の質保証」

• 上記2つの事業を通じた取り組み・研究

– IRシステムの構築

– 各大学の英語教育の評価

 この2点とも、自大学のみではなく、様々な大学で活用すること
が可能な枠組みであることを意識することが肝要

4

具体的な取り組み②

大学IRコンソーシアムへの参画

• 以降、少なくとも、学生調査は継続して実施（1年生調査
は2009年度以降、3年生調査は2011年度以降）し、毎
年、全学部・各部局の長に対して集計結果を配付

• コンソーシアムのデータベースに格納するデータとして、
学生調査データ以外に、「大学データ」として学校基本調
査で用いるような情報や、「学生データ」として性別、生
年月、入学年、所属学部系統、出身高校卒業年・所在
地、英語科目（必修）の履修履歴・成績（GP）、GPA、修
得単位数、英語標準テストのスコア（TOEIC換算点）を
集約

【A】甲南
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2

学生調査結果の学部長等への報告

5

• 学生調査報告の配布

– 8大学連携事業で作成される報告書に加え、設問ごとに、甲南
大学全体・8大学全体・学部毎それぞれの集計値を示した一覧
表を配布（2009年度から毎年）

– 具体的な反応はこれと言ってない

 この反応に関する考え方
• 「ある程度見ているが意外性がない・想定内」なだけ?  これが、“感
覚”が可視化され、FactBasedに変わった瞬間で、実は、最も大切なこ
と（“ウチの子らはこんな感じ”からの脱却）

• ただ、カリキュラム改革等を行った時には、その値を気にしている様子も
あり、2009年からの5年間でのトレンドを示したことは今までなかったた
め、現在、作成中

6

具体的な取り組み③

認証評価への活用

• 2012年度に実施した、自己点検・評価報告書作成の
際、評価期間中に設置した新しい学部に関して、学生調
査結果を活用

• 認証評価受審時の大学評価分科会報告書（案）の質問
に対する回答の根拠として活用

7

自己点検・評価報告書への活用

知能情報学部

• 育成目標：人間力をベースに
感性・知性で高度国際情報
社会におけるリーダーシップ
がとれる人材の育成

• 入学後に増加した能力：専門
分野や学科の知識、コン
ピュータの操作能力、数理的
な能力などとなっている。

（2011年度3年次生調査結果）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きく減った

減った

変化なし

増えた

大きく増えた

指定外

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きく減った

減った

変化なし

増えた

大きく増えた

指定外

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きく減った

減った

変化なし

増えた

大きく増えた

指定外

無回答

専門分野や
学科の知識

コンピュータ
の操作能力

数理的な
能力

8

自己点検・評価報告書への活用

マネジメント創造学部

• 育成目標：教養と品格を備
え、総合的マネジメント能力
を有し、社会に貢献できる人
材の養成をめざす

• 入学後に増加した能力：分析
力や問題解決能力、一般的
な教養、他の人と協力して物
事を遂行する能力などとなっ
ている。

（2011年度3年次生調査結果）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きく減った

減った

変化なし

増えた

大きく増えた

指定外

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きく減った

減った

変化なし

増えた

大きく増えた

指定外

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きく減った

減った

変化なし

増えた

大きく増えた

指定外

無回答

分析力や問
題解決能力

一般的な
教養

他の人と協力
して物事を遂
行する能力

【A】甲南
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9

自己点検・評価報告書への活用

フロンティアサイエンス学部

• 育成目標：教育・研究対象の中心に
「生命化学」を据え、徹底した少人数
教育によりバイオテクノロジー、ナノ
テクノロジー、それらの融合領域ナノ
バイオに関する知識と技能を修得さ
せることにより、先端科学技術を社会
の発展・福祉の増進に生かすことの
できる専門性をもった職業人の養成
をめざす

• 入学後に増加した能力：専門分野や
学科の知識、一般的な教養、分析力
や問題解決能力などとなっている。

（2011年度3年次生調査結果）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きく減った

減った

変化なし

増えた

大きく増えた

指定外

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きく減った

減った

変化なし

増えた

大きく増えた

指定外

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きく減った

減った

変化なし

増えた

大きく増えた

指定外

無回答

専門分野や
学科の知識

一般的な
教養

分析力や問
題解決能力

自己点検・評価報告書への活用

10

11

認証・評価受審時の活用

• 大学基準協会による実地調査に向けた大学評価分科会
報告書（案）の質問と回答において・・・

• [基準６] 学生支援

– ＜質問事項＞（5）給付制奨学金、貸与制奨学金およびその他

の援助制度を含む奨学金などの経済的支援措置の成果を教
えていただきたい（自己点検・評価報告書p.211、資料６-８）。

– ＜回答＞（5）～省略～ IRによる学生調査にある「奨学金など

学費免除制度」の結果から、満足度は１年次、上級生ともに
30％強と決して高いとは言えないが、不満足度がいずれも
10％を下回っており、本学の経済支援措置は、学生から概ね
良好といった評価がなされていると判断する（資料：67）。

12

具体的な取り組み④

データの収集と情報提供
• 学内各部署に散在するデータを結び付ける仕組みがな
いため、自前で、一つのデータベースに集約
– 入試情報、基礎英語科目プレイスメントテスト結果（GTEC）、
履修情報（履修科目・履修年度・成績・単位数など）、学生調査
結果、就職先情報といった情報を個別に入手し、一つの
MicrosoftAccessファイルに集約。

 学生に関するデータには、必ず、学籍番号があるため、横断的なデー
タ作成が可能な状態になっている

• このデータを活用して、幾つか分析に着手
– GPA×入試制度  入試部門や大学執行部へ
– 学生調査結果×GPA  大学執行部へ
– 学部学科別のGPA分布状況

 大学執行部・FD委員会を通じて学部へ
– 出身高校所在地×就職先本社所在地  大学執行部へ

【A】甲南
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情報提供の例①

13

• 学生調査の全項目（一部項目ご
とに集計）と

「高校での評定平均値」

「１年次のGPA」
「３年時のGPA（単年度・累積）」

「１年次の単位修得率」

「３年時の単位修得率（単年度・
累積）」

について、Excelで相関係数を計
算する関数を用いて作成。

• このほかにも、学部・学年別
GPA比較など・・・

情報提供の例②

14

【A】甲南
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立命館大学における教育の ICT 活用について 
 
１．立命館大学における教育の ICT 活用の現状 
（１） RAINBOW（Ritsumeikan Academic Information Network Bridging Our World）：

立命館統合情報システム 
 RAINBOW ネットワーク・無線 LAN の整備、遠隔講義システム 
 情報教室、マルチメディアルーム、一般講義室のマルチメディア対応 
 メディアラボ/デジタル教材作成室の整備 

（２） manaba+R 
 小テスト、レポート、アンケートの出題と採点 
 教材・コンテンツの配布（動画を含む） 
 掲示板（ディスカッション）、授業計画表 
 ポートフォリオ（成果物の蓄積） 
 出席・クリッカー機能 
 授業アンケート 

（３） その他 
 オンデマンド授業：2008 年度より実施、4 科目を開発・提供したが、2015 年度で全

科目の廃止が決定している。 
 オープンコースウェア：2007 年度より公開開始、14 科目を公開しているが 2008 年

度以降の更新なし。 
 MOOCｓ：2014 年度に JMOOKｓに参加し、「歴史年京都の文化・景観・伝統工芸」

を公開 
 校務支援システムとして‘CCAMPUS WEB’を運用 
 個別の取組 

 
２．立命館大学における教育の ICT 活用の課題 

 manaba+R の利用率の向上（現在 1,000 アクセス以上は 16％） 
 manaba+R の機能の充実（授業毎の支援ツールであり学生のトータルな学習支援が

できない。） 
 教員の ICT 活用力量の向上 
 学生の情報リテラシーの不足への対応 
 ICT 活用支援体制の整備 

 
３．立命館大学における教育の ICT 活用を推進するための施策（提案） 
（１） 主体的な学びを促進する ICT 活用 

 授業中のアクティブラーニングを支援するための授業外学修の仕組（教材・学修コン

【B】立命館
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テンツの事前配布、反転授業） 
 クリッカー機能（レスポンスツール）を活用した双方向授業 
 電子書籍・デジタルペーパーの普及・活用 
 VOD 授業の開発 

（２） グローバルな学びを支援する ICT 活用 
 留学中の学びの継続を支援する遠隔講義・多拠点講義 
 ICT を活用した共同学位プログラム・国際単位互換制度開発 
 大学入学までに情報教育未修の留学生を対象とした ICT 基礎プログラムの開発（英

語での授業実施支援、英語による教材・機器整備を含む） 
（３） 正課外プログラム・学修支援での ICT 活用 

 リメディアル（自学自習+コーチング）プログラムの開発 
 授業後の復習のための授業コンテンツ配信 
 課外活動コミュニティの活用 
 ポートフォリオを活用した総合的学習・学修支援 

 
４．立命館大学における教育の ICT 活用を推進するための体制（提案） 
（１） ICT 活用推進体制の整備：教育開発推進機構に「教育の ICT 活用部会」を設置 

 ICT を活用した教育・学修支援：manaba+R 活用促進、ICT 教材・コンテンツ作成・

授業支援 
 ICT 活用のための教員の職能開発（FD） 
 情報基盤整理 

（２） ICT 活用推進のための専門的人材の育成と配置 
（３） ICT の安定的運用体制の整備 
 

 
  

【B】立命館
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【活用事例集より】 
（１）Learning Management System(LMS) 

 立命館大学では manaba+R という LMS を 2013 年度から導入している。LMS はレジュ

メ配布、レポート課題提出など授業で活用できる機能を提供しており、インターネット上の

仮想教室である。授業単位での ICT 活用事例として、学生の授業外の学修やコミュニケー

ションのツールとして活用いただきたい。 
 
○立命館大学では、manaba+R の出席・クリッカー機能を活用し、授業中の学生とのコミ

ュニケーションに活用している。このクリッカー機能では、①出席、②クエスチョン（ク

リッカー）、③アンケートを活用でき、授業中に学生の理解度を確認することや、学生か

らのコメントの収集に活用できるものとなっている。 
[参考] 

manaba+R サポートページ「出席・クリッカー機能マニュアル」 
(http://www.ritsumei.ac.jp/acd/mr/rio/ritsonly/ct_gakunai/data/attend-manual-

teacherJa.pdf） 
 
（２）反転授業 

授業時間外にデジタル教材等により知識習得を済ませ、教室では知識確認や問題解決学

修を行う授業形態のこと。タブレット端末やデジタル教材、インターネット環境など情報通

信技術（ICT）を活用した反転授業の教育実践が広がっている。反転授業の導入によって、

学修時間を増やし教室内で知識を「使う」活動を促し、学修の進度を早め学修効果を向上さ

せることが期待される。 
 
○立命館大学スポーツ健康科学部では、学部 1 回生の英語困難層に対して「英語 P0」プロ

グラムを実施している。このプログラムでは、「反転学修」を導入しており、受講生達は

manaba+R にて事前課題と動画の資料を行い、その後授業を受ける仕組みとなっている。 
[参考] 
 スポ健英語学習ナビ（http://pep-rg.jp/navi/） 
 
（３）新しい教材の活用（電子書籍・デジタルペーパー） 

 欧米を中心に電子書籍の普及が進んでおり、国内においてもメーカーと大学間で実験が

行われるなどの動きを見せている。また、デジタルペーパーなどの新しいデバイスが登場す

るなど、ICT を活用した新たな教材の利用を試みる取り組みが目立っている。 
 
○立命館大学では、2013 年 4 月から文学部のテーマリサーチ型ゼミナール「デジタル環境

下における出版ビジネスと図書館」（担当教員：湯浅俊彦、受講生 9 名）において、教科

【B】立命館
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書である『電子出版学入門〈改訂 3 版〉』（湯浅俊彦著、2013 年 3 月刊、出版メディアパ

ル）をこの取組みのために電子書籍化し、8 大学（慶應義塾大学、大阪大学、神戸大学、

東京大学、名古屋大学、奈良先端科学技術大学院大学、福井大学、立命館大学）が共同で

行った BookLooper（京セラコミュニケーションシステムと京セラ丸善システムインテグ

レーションが共同開発した電子書籍配信サービス）を活用した「電子学術書共同利用実証

実験」に参加した。2014 年 4 月からは文学部で本契約し、授業で利用するタイトルをゼ

ミ生に提供している。 
[参考] 

湯浅俊彦『デジタル環境下における出版ビジネスと図書館―ドキュメント「立命館大学文

学部湯浅ゼミ」』（出版メディアパル、2014 年 4 月刊） 
（http://www.murapal.com/denshi/163-2014-02-11-01-43-07.html） 
「日本の大学初、立命館大学を含む 8 大学による電子書籍の総合的実証実験の開始」 
（http://www.ritsumei.jp/news/detail_j/topics/12206/year/2013） 
 
○立命館大学では政策科学部において SONY 社のデジタルペーパーを用いた実証実験が行

われた。講義では、主として学生の手書き情報に着目し、外国語文章読解、手書き機能を活

かせる絵や図を用いた文章やノートの作成、ネットワーク機能を利用した講義資料配布お

よび講義ノートやレポート等の提出・回収、模擬試験、グループワークなどを行った。 
本端末および関連する教育支援ソリューションシステムを利用することにより、教員と

学生とが学習過程を互いに把握すること、教育や研究の指導や相談を支援する有益なツー

ルとなる可能性を確認できた。また、本端末はフィールドワークやグループワークなどの場

において、教員・学生間だけでなく学生同士の情報共有や情報交換にも有効であり、アクテ

ィブラーニングの効果を高めるツールとしての可能性を有していることも確認できた。 
［参考］ 

森隆知「手書き情報に着目した教育ツールとしての電子ペーパーの可能性」 
（日本画像学会 2014 年度第 4 回技術研究会） 
 
［参考］ 

SONY「デジタルペーパーウェブサイト」 
（http://www.sony.jp/digital-paper/） 
 

【B】立命館

-25-



-26-

テーマC



【C】関西-1

-27-



【C】関西-2

-28-



 

 
 

 
 

 500  

 

    

   
   
 -  

【C】関西-3

-29-



  
 

 

           

           

        

       

         

  

 
  

 
 

  
 

  

2014 12 25  

  
 

 

【C】法政

-30-



RAINBOW STAFF

D-Plus

TISA

JA

F
D

Peer Supporters

Agenda

Peer Supporters
2014.12.18(Thu) 18:30-20:00
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APS の取り組み-APS2013 での気づきと APS2014 開催までの経緯- 

2014 年⽂学部卒業⽣ 三輪仁志 

APS2013 から APS2014 への道のり 

Assembly for Peer Supporters(APS) とは？ 
⽴命館⼤学 所属  学⽣       団体  ⼀同に集い、学内のピア・サポート活動向上について話し合

う集まり。2013 年秋  冬    、⽴命館⼤学 教育開発推進機構の教職員が中⼼となり、初めて実施された。
学⽣同⼠ 学    ⾏    活動団体(以下、ピアサポート団体)の代表者が、数回のワークショップを通じ、ピ
ア･サポート活動に関するテーマについて、提案 提⾔ ⾏       ⼤  ⽬的          普段    
関       団体同⼠ 相互的 交流 場 提供     継続的 実施 ⽬指      

 本年度  学⽣ FD スタッフが企画の運営を担うこととなり、「学⽣の 学⽣による 学⽣のための活動」が動き出
したと⾔える。 

APS2013 から APS2014 へ 
APS2013   発⾒：連携 必要性   気付   ⇒APS2014 では、「気付き」を「具体化」する必要がある。 

Assembly for Peer Supporters 2013 について 
報告⽇時：2013 年 12 ⽉ 12 ⽇(⽊) 18:30~20:00 

報告場所：⽴命館⼤学 ⾐笠      創思館カンファレンスホール(動画配信@BKC P109 教室) 

ワークショップ実施回数：3 回 

参加団体：13 団体(15 名) 

以下 参加団体⼀覧(順不同) 

・オリター/エンター ・ES(教育サポーター) ・ライブラリースタッフ 

・JA    留学       ・留学⽣     TISA 

・D-plus   ・学⽣ FD スタッフ ・GGP 学⽣⽀援団体まいる 

・学⽣広報スタッフ ・⼊試広報学⽣スタッフ ・学⽣コーディネーター                   (昨年度 様⼦) 

・障害学⽣⽀援室サポートスタッフ 

APS2013 のねらい 

① 団体間で情報を共有し、横の繋がりを形成すること 

② ⽴命館⼤学                資質 発⾒ 発信     

【C】立命館
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APS の取り組み-APS2013 での気づきと APS2014 開催までの経緯- 

2014 年⽂学部卒業⽣ 三輪仁志 

APS2013 ワークショップの成果 
APS2013 では、3 回のワークショップを通して、⽴命館⼤学 ピア・サポーターに求められる資質について話し合っ

    中  各団体 活動状況 振 返 共有     ⾏    

第⼀回   ⾃分達 活動 可視化  客観的 ⾒         

第⼆回では、その可視化した活動を基に、ピア・サポーターに求められる資質について話し合った。 

第三回   活動 個⼈    団体    分   組織    ⼒ 個⼈    ⼒ 考察  学内  ピ
ア・サポート団体の位置付けについて話し合った。 

以下、詳細。 

第１回ＷＳ 
⽇時：2013 年 10 ⽉ 24 ⽇（⽊） 

⽬的：ピア・サポート活動の分類と可視化 

ワークショップで取り組んだこと：縦軸と横軸の項⽬を⾃由に設定し、⾃分達の活動を位置付ける。 

収穫 
 ・正課と正課外での対象者へのサポート  

 ・サポートを実践する場と準備の場の存在 

         成果資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（APS2013 報告会資料  引⽤） 

組織⼒だけではなく、個のニーズに応えられる 

個⼈の主体的な準備と参画が必要 

【C】立命館
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APS の取り組み-APS2013 での気づきと APS2014 開催までの経緯- 

2014 年⽂学部卒業⽣ 三輪仁志 

第 2 回ＷＳ 
⽇時：2013 年 11 ⽉ 14 ⽇（⽊） 

⽬的：         求    資質 発⾒(    知識 態度 ⼼構   ) 

ワークショップで取り組んだこと：ポストイットを使⽤し、各々が必要だと思う資質を書き出し、分類した。 

収穫 
《多様な活動実施に求められるスキル》 

傾聴⼒ 専⾨知識          能⼒ 主体性 etc… 

 持続     必要 ⼒  

 広報 ⽬的 意識化 企画⼒ 実⾏⼒     能⼒ etc… 

⇒活動内容は多岐に渡っているが、ピア・サポーターに求められる      対応⼒ （学⽣、教職員のニーズを
正確 把握     応    ⼒）を中⼼に共通している。 

         成果資料 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（APS2013 報告会資料  引⽤） 

【C】立命館

-34-



APS の取り組み-APS2013 での気づきと APS2014 開催までの経緯- 

2014 年⽂学部卒業⽣ 三輪仁志 

第 3 回ＷＳ 
⽇時：2013 年 11 ⽉ 26 ⽇（⽕） 

⽬的：第１回、第２回の内容を踏まえて、現状を分析する。 

ワークショップで取り組んだこと：参加者全員で、資質を組織レベルと個⼈レベルに分け、学内でのピア・サポート活
動 流  分析    

収穫・課題 
《4 つの資質》 

１、組織   企画⼒ 環境    結束⼒ 

２、個⼈   傾聴⼒ 相⼿  尊重 主体性 

３、知識           ⼒ 実⾏⼒ 発想⼒ 

４、メンタル・・・楽しむ、フィードバック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（APS2013 報告会資料  引⽤） 
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APS の取り組み-APS2013 での気づきと APS2014 開催までの経緯- 

2014 年⽂学部卒業⽣ 三輪仁志 

《団体同⼠の関係性》 

⼀つの団体内で、ニーズをくみ取り、発信は出来ている。 

団体間の情報共有がほとんどない。 

《教職員との関係性》 

主体的 学  成⻑ 達成       取  不⼗分  

（活動などの中で重視されていないのでは？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（APS2013 報告会資料  引⽤） 

連携への架け橋づくりに向けて 
APS2013 から得   ⽴命館⼤学             資質  

①     適切 受 取         発信出来ること 

② 学⽣同⼠ 学  成⻑ 輪 広   と 

さらなる向上のために・・・ 

 

連携(教職+学⽣協働)が必要である。という「気付き」 

「気付き」を「実践」にまで引き上げるための提⾔が、Assebmly for Peer Supporters 2014。 

連携の架け橋が 

必要 

【C】立命館
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APS2014 の取り組み-ピア・サポート・マップとピア・サポート・プロフィールの完成まで- 
学⽣ＦＤスタッフ ⽂学部３回⽣ ⽥村友⾥ 

APS2013-2014 へのステップアップ 

APS2013・APS2014 の⼤きな違い  
企画・運営が、教職員主体から学⽣主体へ変わったこと 

「学⽣」から「学⽣」へのアプローチの実現 ・・・ より学⽣ならではの視点での連携のアイディアを提案することが出来た 

APS2014 企画メンバー 

学⽣ FD スタッフ２名、APS2013 参加者３名 

             （    団団⻑ 留学⽀援団体     学⽣        経験者） 

そもそも・・・学⽣ＦＤスタッフとは 
⼤学教育の質向上のために、教員・職員とともに協働していく学⽣組織。 

2014 年度  授業                            活動 進   る。 

学⽣ＦＤ     問題意識 –なぜピア・サポートを調査テーマとしたか 
 

ピア・サポート団体の「散在」 

⽴命館⼤学   3,000 名以上の学⽣がピア・サポートに従事しており、様々なピア・サポート団体が存在している 

→しかし、どんな団体が、どこで、どのような活動をしているのかを⼀覧する⼿段はない 

課題 
 学⽣⽣活 中  悩  解決     誰 頼          ⾏       不透明        

 充実したサポート体制を有効に活⽤できていないのではないか 

どうすれば課題を解決できるのか？ 
ピア・サポート団体を「知る」ための道具を作りたい！ 

 

 

 

 

2015 年度⼤学案内  抜粋 

【C】立命館
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APS2014 の取り組み-ピア・サポート・マップとピア・サポート・プロフィールの完成まで- 
学⽣ＦＤスタッフ ⽂学部３回⽣ ⽥村友⾥ 

課題解決のアイディア 

ピア・サポート団体を紹介する冊⼦の作成を考える 

 ⽀援対象、活動場所、活動内容等の⽀援対象 活動場所 活動内容等 情報 盛 込  資料  

作成できれば上記の問題を解決できるはず 

 団体 利⽤     他団体 活動 知       団体間の連携の⼀助となることも期待できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携 必要性 ⾒出  APS2013 からのステップアップを図ることが出来るのでは？ 

→冊⼦       連携       具体的 策 模索  段階  

 

連携 

「連携」という共通の⽬的を持った Assembly の場を借りて、ピア・
      集          冊⼦ 作成 配布     留
    直接意⾒ 交換  場 設        有機的  知
る」機会を提供できる！ 

学⽣ＦＤスタッフの
問題意識と

Assembly の⽬的
が合致した！ 

【C】立命館
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APS2014 の取り組み-ピア･サポートマップとピア･サポートプロフィールの完成まで- 

学⽣ FD スタッフ 産業社会学部４回⽣ 井上範⼦ 

APS2014 での到達点 

Assembly for Peer Supporters 2014 について 
報告⽇時：2014 年 12 ⽉ 18 ⽇(⽊) 18:30~20:00（本⽇） 

報告場所：⽴命館⼤学 ⾐笠      ⾄徳館東 304 会議室 

       (動画配信@BKC アクロス 7 階会議室、朱雀 602 会議室、APU 第 3 回儀室) 

ワークショップ実施回数：3 回 

参加団体：12 団体(19 名) 

以下 参加団体⼀覧(順不同) 

・オリター/エンター ・ライブラリースタッフ    ・RAINBOW STAFF 

・JA    留学       ・留学⽣     TISA 

・D-plus   ・学⽣ FD スタッフ ・GGP 学⽣⽀援団体まいる 

・学⽣広報スタッフ ・⼊試広報学⽣スタッフ ・学⽣コーディネーター                    

・障害学⽣⽀援室サポートスタッフ     （うち ES（教育サポーター）を兼任する学⽣が複数名いる） 

APS2014 のねらい 
APS2013 での気づきから、ピア･サポーター同⼠の連携の具体策を提案する 

到達点 

 

【C】立命館
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APS2014 の取り組み-ピア･サポートマップとピア･サポートプロフィールの完成まで- 

学⽣ FD スタッフ 産業社会学部４回⽣ 井上範⼦ 

第１回ＷＳ「俯瞰する」 ピア･サポート・マップの作成 
⽇時：2014 年 10 ⽉ 28 ⽇（⽕） 

⽬的：連携 先⽴ 、⾃分たちのピア･サポート団体を振り返り、他の団体の活動について知る。 

ワークショップで取り組んだこと： 

・活動紹介 

事前 記⼊   活動紹介     元       団体 活動紹介 ⼝頭 ⾏  

・活動のグルーピング 

 ⽣活  学習  国際  進路  広報  ５  分類*に⾃分たちの活動を当てはめたとき、どの分類に属するのか、 

ポストイットを⽤いて、５⾓形のグラフに貼り付けた。（左図）その後、それぞれのポストイットの概ね中⼼を団体の活動
分類とするグラフを作成した。（右図） 

  後   ･      意⾒ 第２回 WS 冒頭で集約し、企画メンバーが後述するマップにまとめた。 

*「学びのコミュニティを⽀えるピア･サポーター」（『2015 年度⼤学案内 p.154）の５分類を⼀部修正した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （左図）活動内容別 分類表                  （右図）ピア･サポート団体別 分類表 

（ただし、当⽇⽋席の⼊試広報学⽣スタッフ、RAINBOW STAFF は表に含まない） 
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APS2014 の取り組み-ピア･サポートマップとピア･サポートプロフィールの完成まで- 

学⽣ FD スタッフ 産業社会学部４回⽣ 井上範⼦ 

ピア･サポート・マップ 

 

ピア･サポート・マップが出来るまで 

1. 時系列     組 込  

５分類  時間 概念 含       ⽀援 受  側 学⽣       役⽴ ⽀援 提供         
彼らの学⽣⽣活に即した考え⽅が必要だと考えられる。そこで「⼊学」「在学中」「卒業」の３つのポイントに学⽣時
代を区分した。 

2. 活動の再分類 

５分類     学習  ⽣活  国際  学⽣時代 主 活動    再分類 ⾏    

 広報       学⽣時代（     前後）  ⾏     活動    ３  時系列 区分      
に設定した。（マップのグレーの網掛け部分） 

 進路        卒業 前 選択        卒業 吸収         

それぞれ重なりあっている分類は双⽅に関わりあっており、連携の可能性があることを⽰すマップ作成に努めた。 

3. ピア･サポート活動の再マッピング 

１．２ 過程 経 完成      ⼟台    ･    活動 再      ⾏   （下図）前述  ５分
類グラフと同様に、活動の概ね中⼼となる位置にピア･サポート団体を、位置を定めたものを完成版とした。 
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APS2014 の取り組み-ピア･サポートマップとピア･サポートプロフィールの完成まで- 

学⽣ FD スタッフ 産業社会学部４回⽣ 井上範⼦ 

 

ピア･サポート･マップに残された課題 

課題①ピア･サポート活動内容を詳しく反映することが出来ていない 

マップを「わかりやすく」可視化するための⼯夫として、シンプルさを重視した。そのため、それぞれの活動内容がマップには反
映されていない。 

解決策  

後述する「ピア･サポート・プロフィール」との併⽤ 

   ･              連携     念頭 作成   活動内容      連携  際 強      
（GIVE）を中⼼に記載をしている。強みとは、具体的には⾃団体が他の団体と⽐べて、特に得意とする⽀援を指す。こ
れを明記したプロフィールとマップとを併⽤することで、より有機的  効率的 連携 可能性    模索       
る 

 

課題②活動時期を具体的に反映できていない 

時系列  在学中       学年    学習環境 抱  課題 ⼤  異         細分化  時間軸 設
定が必要である。 

解決策 

「在学中」の区分を「１回⽣前期」「１回⽣後期」などに細分化し、  ･    団体 ⽀援 ⾏ タイミングをより具体
化した付随資料 検討 必要    また「⼊学」前、あるいは「卒業」後にも、⽀援範囲が及ぶことを考慮し、新たな細
分化項⽬を加えることも検討する必要がある。 

 

 

第２回ＷＳ 理解    -ピア･サポート・プロフィールの作成 
⽇時：2014 年 11 ⽉ 14 ⽇（⾦） 

⽬的：連携するために必要となる情報・要素について考える。 

ワークショップで取り組んだこと： 

   ･         関  意⾒集約 

 第１回 WS で述べたとおり。 

・ピア･サポート・プロフィールのコンテンツ検討 

 WS 開催にあたり、事前に「活動紹介シート」の記⼊を促した（右図） 

「活動紹介シート」は基本的な団体情報を記⼊するだけのものであり、 

連携・つながりを連想させるものではない。 

      活動紹介      前述    ･    ･    基礎資料  

【C】立命館
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APS2014 の取り組み-ピア･サポートマップとピア･サポートプロフィールの完成まで- 

学⽣ FD スタッフ 産業社会学部４回⽣ 井上範⼦ 

して活⽤した。 
 

 ２つのグループに分かれ、連携するために必要となる情報とは何か、また連携 深     出来 資料  何 、につ
  議論     結果  GIVE」（団体の得意な活動/連携する際に強みとなる活動）「TAKE （団体 不⾜    

る活動/連携  際 他団体 協⼒ 求   活動/連携してみたい活動）をはじめ、上記の⽬的に対応した項⽬が
挙     議論         以下           

ピア･サポート・プロフィール 
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APS2014 の取り組み-ピア･サポートマップとピア･サポートプロフィールの完成まで- 

学⽣ FD スタッフ 産業社会学部４回⽣ 井上範⼦ 

 

第３回ＷＳ「連携する」 -提案書の作成 
⽇時：2014 年 11 ⽉ 28 ⽇（⾦） 

⽬的：ピア･サポート・マップと、プロフィールを活⽤し、具体的な連携について考える。 

ワークショップで取り組んだこと： 

・提案書の作成 

任意のピア･サポート団体で構成された４グループに分かれ、ピア･サポート・マップとプロフィールを活⽤しつつ、具体的な連
携          議論 ⾏     後 各       報告会 ⾏    

 

 

 

 

 

 

 

提案テーマ⼀覧（別紙：提案書参照） 

 企画タイトル 提案テーマ内容 メンバー 
A 新⼊⽣ 壁 越  仲良    

ぜ！（Beyond Borders） 

新⼊⽣ 留学⽣ 対象    国際交
流     実施   

⽂オリター 

留学⽣     TISA、GGP 学
⽣⽀援団体まいる 
JA 

B ピアサポ１⽇体験ツアー 新⼊⽣を対象とした、キャンパス内でピ
ア･サポートの模擬体験ツアーを実施する 

学⽣広報スタッフ 

留学       
RAINBOW STAFF 

C Insightful Open Campus
（より充実したオープンキャンパス
を作ろう） 

⼊学希望者を対象としたオープンキャン
パスツアーへのピア･サポート団体の協
⼒ 連携企画 実施   

⼊試広報学⽣スタッフ 

障害学⽣⽀援室サポートスタッフ 

ライブラリー･スタッフ 
D ボランティアでやりたいことみつけよ

う！ 
学部新⼊⽣を対象とした、ボランティア体
験企画の実施 

経営オリター 

学⽣コーディネーター 
D-Plus 
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ピア･サポーターによる連携のアイディア 事例１ 

留学⽣     TISA ⽂学部３回⽣ ⾦ 昇淵 

 留学    壁 越  ⼤学     

第⼀歩、ピア・サポートから 
―壁 越   友達     Beyond Borders ― 

報告：グループ J-GTO 

（JA、GGP 学⽣⽀援団体    留学⽣     TISA、⽂学部オリター団） 

背景・意義 
ピア・サポート活動における問題点（現状） 

⼤学 ⼊  新  環境 置   新⼊⽣     学内        形成  様々 困難    初年次 ⼩集団   
はコミュニティ形成の最⼤の⼿がかりとなるが、クラスの担当オリエンテーション・コンダクター(以下、オリター)や教員とのつながりのみに
限定         多  特 留学⽣ 場合 ⾔葉 ⽂化 壁      状況 深刻     増  例   同 国 ⽂化
圏出⾝ 学⽣同⼠   閉         形成            異  ⽂化 価値観 触           留学  
リットが失われたり、学修に対          低下     学⽣        初年次 形成          閉    
である場合、上回⽣になっても、コミュニティが拡⼤したり、他のコミュニティと交わったりする機会がなく、学⽣側も積極的にそうした
⾏動 取         状況 ⾒受      

⼀⽅ ⽀援  側          団体側 活動  課題 指摘      例   初年次    ⼊  新⼊⽣ ⼤学
  移⾏       形成 ⽀援             様々 企画 実施     企画⾃体 効果 ⼀定認      
の、クラス内への効果に限定されており、クラスを超えたコミュニティ形成への貢献は低い。また、企画に参加していない学⽣への⽀
援 ⼗分  ⾔   特 留学⽣ 関    企画  参加率 低    知      留学⽣ 対象        海外 
 留学 希望  学⽣               形成 関            同様    ⾔       数多   
      団体   活動              留   閉         形成⽀援           意味     学
内に多様なコミュニティが形成されるだけでなく、そうしたコミュニティ同⼠がつながり合うことによって、多様な学びのコミュニティへの参
加 通  学⽣ 成⻑ 実現        

本企画の必要性（意義） 

本企画  新         形成             間 交流 ⽣     ⽬的     機会 提供   特 交流
機会 少  ⽇本⼈学⽣ 留学⽣   互  情報 共有  刺激 与   場 作     学内 学         発展 
⽬指す。 

そのためには、様々な活動に従事しているピア・サポート団体が培ってきたそれぞれのノウハウを活かす必要がある。特に各団体が
もつ質の⾼い情報やコミュニティ形成を⽀援するための場作りの経験を組み合わせることで、以下のような効果が期待される。 

【C】立命館
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ピア･サポーターによる連携のアイディア 事例１ 

留学⽣     TISA ⽂学部３回⽣ ⾦ 昇淵 

 

 ⽇本⼈学⽣ 留学⽣ 対  質 ⾼ 情報 提供 充実  ⼤学⽣活         

 参加学⽣     学⽣ 相互成⻑ 

 複数        団体   実質的 連携     関  知⾒ 蓄積（持続可能 連携   ⽅ 検討） 

 ⽴命館⼤学            質 向上 

 多様 学         創出 学          参加 通  成⻑ 実現 

 

到達⽬標 

 留学    壁 越  ⼤学    
              ⼤学 

            

⾏   ←  留学  ←  来る                     新たな⼤学づくり 

             Border 

本企画を懸け橋に、さらなる形へ！ 

企画概要 

企画趣旨 

壁を越えたコミュニティ形成＋α（届け！私たちのノウハウ！） 

TISA   ⽇本⼈学⽣ 留学⽣両⽅ 知       留学⽣         現状 将来  

オリター  ⽇本⼈学⽣ 留学⽣   壁  越         形成  

まいる   早 段階  準備         ⻑期留学  

JA   「充実した⼤学⽣活を送るためのキャリア形成」 

 

企画対象  
⾐笠      在学中 ⽇本⼈学⽣(新⼊⽣) 及 留学⽣(学部⽣) 
※留学⽣      前述  現状  全回⽣ 対象     
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ピア･サポーターによる連携のアイディア 事例１ 

留学⽣     TISA ⽂学部３回⽣ ⾦ 昇淵 

企画体制 

実施主管：キャリア・センター /  JA(ジュニア・アドバイザー) 

      国際教育センター / GGP 学⽣⽀援団体    留学⽣     TISA 

      各学部⾃治会 / 各学部オリター団(⾐笠     ) 

執⾏委員会：   (川瀬ほか 4 ⼈)、TISA(⾦  3 ⼈)、オリター(⼩林  5 ⼈) 、JA 

運営    ：執⾏委員会 含  計 20 ⼈(JA 2 ⼈、まいる 2 ⼈、TISA 6 ⼈、オリター10 ⼈) 

 

参加予定⼈数：200 ⼈(内、⽇本⼈学⽣ 120 ⼈ 留学⽣ 80 ⼈。10 ⼈×20 グループ) 

⽇程：4 ⽉中、17：00 20：30 

場所：Caf  Rosso(⾐笠     諒友館地下⾷堂) 

 

企画内容 

企画は、以下の 2 部構成 ⾏ (詳細な時間配分はタイムテーブル参照) 全体 進⾏ ⾏ 司会  各    (全 20 グル
ープ)の補助・促し役として運営スタッフが 1 ⼈ずつ配置される。 

 

第 1 部(ガイダンス) 

 各団体            形式       ⾏ (PPT 使⽤)。企画の⽬的に基づき、各ピア・サポート団体の活動紹介だ
      新⼊⽣ 留学⽣ 的確 情報 提供 ⼼掛    

第 2 部(交流会) 

 第 2 部 交流会  ⽴⾷     形式 ⾃由 活気   雰囲気 中     内            主   ⾏   
ず、⾃⼰紹介を兼ねたアイスブレイクの時間を設けつつ、フリートークの形で進める。また、各グループには、参加者(10 ⼈)の中でも
事前      協⼒ 要請した留学経験者(⽇本⼈学⽣)1 名 留学⽣ 1 名がそれぞれ特別ゲストとして含まれるようにする。そ
の特別ゲストを中⼼に「その国・地域(⽇本・京都) 留学    思  理由    ⼤学(⽴命館) 選  理由 特徴    留
学     留学       実経験を通じて、ガイダンスの内容をより具体的に知る機会として活⽤してもらう。グループ内での交
流   程度進⾏    特別        配置 替  交流 輪   広     促   

広報 

 広報  留学⽣向  CampusWeb            ⼀括送信 新⼊留学⽣         (春⼊学)での公式な宣
伝 及 掲⽰板 活⽤  ⾏   
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ピア･サポーターによる連携のアイディア 事例１ 

留学⽣     TISA ⽂学部３回⽣ ⾦ 昇淵 

⽇本⼈学⽣(新⼊⽣)については、各学部オリター団による⼀括広報・受付という形をとる。 

 

タイムテーブル 

17：00   17：30 第 1 部受付(グループ分け) 

17：30   18：00 ガイダンス(各団体 7 分程度 最⼤ 10 分まで) 

18：00   18：30 第 1 部休憩、及び第 2 部受付(グループ分け) 

18：30   20：30 交流会(⽴⾷     ) 

 

予算計画 

内訳(委細未定) 

⽴⾷     分(⽣協発注)：？円 

飲料代：？円 

備品(紙コップ、名札など)：？円 

計：？円 

 

計画案 1(奨学⾦ 申請)：学内 奨学⾦制度（学        集団形成助成⾦） 利⽤    

計画案 2(補助⾦ 申請)：参加者(⽇本⼈学⽣ 留学⽣) 運営     含 全  企画関係者  ⾐笠     各学部
⾃治会所属の学⽣である。また、本企画の意義や⽬的から、学⽣の「⾃治」実現のための充分な価値があると判断されるため、オ
    通  正式 予算 申請 ⾏  但         企画       各団体 与      活動資⾦(補助⾦)の
⼀部を集めることにする。 

計画案 3(参加費の徴収)：以上の申請が却下された場合のみ、参加者及び当⽇の運営スタッフに⼀定の参加費を集めること
で補う。 

その他(留意点  ) 
 企画  基本的 ⽇本語   ⾏   参加者同⼠ ⾃由 会話       限       

・⾷事や飲み物の発注、企画の運営において、参加者の⽂化的背景への対応を事前に⼯夫しておく。 

・政治、⼈種、宗教など、敏感な国際問題の話題については、摩擦が⽣じないよう注意を払う。 

以上 
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ピア･サポーターによる連携のアイディア 事例 2 

RAINBOW STAFF ⽣命科学部４回⽣ 吉⽥ 健司 

 

学⽣団体活性化 向  交流活動 
体験    通  学⽣団体同⼠ 相互交流 学⽣  接点機会創出 

報告：グループ BKC 

（学⽣広報     留学       RAINBOW STAFF） 

 

背景・意義 
学⽣団体  ⼈集 能⼒ 不⾜ 

 学⽣ ⽀援 ⾏ 団体 ⽴命館⼤学内  多 存在       団体  学⽣⾃⾝ 主体     学⽣ ⼤学⽣活   
良      ⽀援活動 ⾏     互  ⽀援 合                団体 呼    例   留学経験学⽣ 
⽴場  留学 後押  ⾏ 留学       様々 学⽣ 頑張  学内 発信     学⽣ 努⼒  気持  ⽀援  
学⽣広報     ⽴命館⼤学 PC 環境利⽤⽀援 全学⽣ ⾏ RAINBOW STAFF などが挙げられる。しかし、これらの多くの
団体は、企画への参加者を集めたり、企画 実施      学⽣ 集        共通  問題 抱     ⾃⾝ ⽴案
  企画 予想以上 ⼈ 集    想定    効果 得        実施  側 ⼈⼿不⾜           過度 
負担が⽣じたりしている。特に⽀援する側のピア・サポーターを集めることができていないという問題は深刻であり、上述したピア・サポ
  団体    例 挙    例  RAINBOWSTAFF  所属員 極端 減少    活動 ⼤幅 ⾒直  迫      
   留学           ⽇常的 会合 来 所属員 特定    ーのみになっており、結果として多くの学⽣を巻き込
むことができないという問題がある。学⽣に対するピアからの充実した⽀援を継続的に提供していくためには、その担い⼿を集め、育
成していくことが求められる。 

意義 

こうした問題の原因は様々考えられるが、その⼀つとして、多くの学⽣に対してピア・サポート活動が⼗分に浸透していないことが
挙     実施            活動 意義 効果 対  理解以前 問題               団体 存在
⾃体が認知されていないという課題が指摘されている。各団体が少しでも学⽣にとって⾝近な存在となるために、ポスター掲⽰等の
広報活動を展開しているが、掲⽰物を⽤いた広報では、もともと興味を持っている学⽣にしか情報提供ができず、その効果は決し
 ⾼   ⾔    学⽣        活動 意義 効果 活動内容等    理解      伝聞    情報 得  
けでなく、学⽣⾃⾝が団体の活動に実際に関わり、経験的に知ることができる機会を創出することが有効だと考えられる。こうした
⽅法           学⽣団体 ⼈集 能⼒不⾜   問題 解決 可能        
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ピア･サポーターによる連携のアイディア 事例 2 

RAINBOW STAFF ⽣命科学部４回⽣ 吉⽥ 健司 

 

到達⽬標 
到達⽬標は、企画参加者がピア･サポート活動を⾝近に感じ、活動内容を知ることが出来ることである。今回の企画の新しさ

           等   広報 情報提供     体験型        団体理解 場 提供    本企画   様々
な活動体験を通じ、参加者がピア･サポート団体での活動にどのように関わることができるのかをイメージできる機会を提供していき
たいと考える。 

 

企画概要 

企画趣旨 
ピア・サポート活動をもっと⾝近に！！ 

BKC         団体 ⼀同 集 存在感 増      確  広報 ⾏  各団体        多くの学⽣にとって
⾝近なものとし、彼らの今後の学⽣⽣活に活かしてもらえるようにする。 

 

企画概要 
企画対象：BKC に在籍する学⽣ 

⽇程：団体集合交流会：4 ⽉中旬頃 

体験交流会：交流会後の予約期間内  ※団体ごとに最低 2 枠は予約枠を設け実施する。 

実施体制：実施主体：学⽣広報     留学       RAINBOW STAFF 

協⼒団体：  他   ･    団体 

場所：団体集合交流会：         

体験交流会：各団体任意 場所 
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ピア･サポーターによる連携のアイディア 事例 2 

RAINBOW STAFF ⽣命科学部４回⽣ 吉⽥ 健司 

 

企画内容 

団体集合交流会
体験交流会
予約受付と実施

 

図 1.企画 具体的 流  

本企画  団体集合交流会 体験交流会 2 種類          団体集合交流会    過度 緊張感   場 
学⽣ 団体 交流 ⾏  団体 雰囲気 活動 参加学⽣ 知      興味    団体 具体的 活動 体験     
   流                   多         団体 参画      体験交流会終了後   結果 参画
団体で共有する場を設け、その後の団体間連携について検討する機会を設ける。 

団体集合交流会 

 学⽣ 団体 関   深      過度 緊張感   場 学⽣ 団体 交流 ⾏う。参加学⽣にはなるべく多くの団体と関
わってもらえるよう、ブースのような形で団体側が席を構え、参加学⽣が移動しながら順番に各団体と話をしていく形式をとる。な
お、交流会全体 実施時間 参画団体 数    検討する。 

体験交流会 
 参加学⽣にピア・サポート団体の活動を詳しく知ってもらい、ピア・サポートをより⾝近なものとして感じてもらうと同時に、⾃らが団
体 ⼀員   参加     興味 持         ⾏う 体験交流会  団体   実施 内容 場所 時間 ⼤  違 
が出ると予想されるため、⼀⻫ 実施     困難   。そのため、参画団体のピア・サポーターが⾃由に場を設定してもらえる
ようにし、今回 企画   ⾏    各団体 体験交流会 場 向  参加誘導 る。具体的には、参画団体の紹介と体験
交流会 予約                作成し 様々 団体 ⾒     思 学⽣ 参画団体 関      ⾏う。 

留意点 
・実施主体（運営者）の体制 

企画開催が 4 ⽉のため、各団体の代表者が確定していない可能性が⾼い。 

 協⼒団体 参加状況 

ピア･サポート団体に本企画への参加をどのように促すか検討が必要である。 

以上 
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ピア･サポーターによる連携のアイディア 事例 2 

RAINBOW STAFF ⽣命科学部４回⽣ 吉⽥ 健司 

 

参考資料 
 

参画団体の募集

団体集合交流会

準備

体験交流会
予約フォーム作成

学生向け
企画広報

団体向け
企画広報

参画団体の確定企画準備開始 企画準備完了

 

図 2. 企画準備流  

体験交流会予約

団体A
体験交流会参加

団体B
体験交流会参加

団体C 
体験交流会参加

広報媒体で
企画を知る

団体集合
交流会

参加

不参加

 

図 3. 企画参加学⽣ 活動例        

 

 

 

団体A企画参画

団体紹介ページ

掲載内容作成

団体集合交流会

準備・実行

体験交流会
行う

行わない

体験会実行

他団体と
意見交換等

 

図 4. 参加団体 A  活動例        
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ピア･サポ インデックス 

ピア･サポートマップ 
 

ピア･サポート プロフィール 
⽂学部 オリター団 

経営学部オリター団 

学⽣広報スタッフ 

学⽣コーディネーター 

ジュニア・アドバイザー（JA） 

障害学⽣⽀援室サポートスタッフ 

GGP 学⽣⽀援団体 まいる 

D-plus 

⼊試広報学⽣スタッフ（オープンキャンパススタッフ） 

学⽣ライブラリースタッフ 

留学       

留学⽣     TISA（⾐笠） 

RAINBOW STAFF 
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⼊
学

⼊
学

卒
業

学⽣広報スタッフ

在学中

学習

⽣活

学習

⽣活 国際

⼊試広報
学⽣スタッフ

オリター・
エンター

Junior
Advisor

学⽣コーディネーター

ライブラリースタッフ

D-Plus

障害学⽣⽀援スタッフ

RAINBOW STAFF

留学アドバイザー

まいる

TISA

ピア・サポート・マップ

（注）本マップはAPS2014に参加したピア・サポート団体（12団体）が掲載されており、
⽴命館⼤学            団体 反映      

2014.12 Ver.1
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所属する 
⼤学の部署

ピア・サポート
マップでの 
位置づけ 

団体名称 

サポート対象：⽀援対象 
創⽴年：団体 ⽀援   年 
活動場所：主 ⽀援 ⾏    場所 活動メンバーが集う場所等 
連絡先：連携のための連絡 ⾏ 場合のコンタクト先 
     （⼤学連絡先、団体代表連絡先等） 

活動理念 

団体 掲    理念 

主な活動・年間表 
 

     程度 頻度 、 
     活動 ⾏    か 
 

GIVE 
 

・団体が得意とする活動内容・
スキル 

・他の団体  ⾒    特徴 
・連携する際に強みとなる点 

TAKE 
 

 団体 不⾜している活動内
容・スキル 

・連携する際 協⼒ 求   
点 

・連携してみたい具体的な内容
 

ピア･サポート･プロフィール（サンプル）
ピア･サポート団体同⼠の連携をより活性化するためのツールです。 
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⽂学部オリター団                                  所属：⽂学部⾃治会 

サポート対象 ⽂学部に⼊学した新⼊⽣ 
創⽴年 1970 年代頃  活動開始（1990 年代 ⼊  正式 ⼤学   ⽀援 始   ） 

活動場所 KIC：⽂学部⾃治会室(BOX58)/教室（サブゼミ等を運営） 
連絡先 学⽣    （⾐笠） 075-465-8167 

2015 年度⽂学部⾃治会    団  
 

 

  

 
活動理念 
 
新⼊⽣が充実した⼤学⽣活を送ることができるように、⼤
学  学 成⻑    基盤 整     具体的   新
⼊⽣の「学習」「⽣活」「⾃治」の主体形成を促すことを⽬
的に活動する。 
 

主 活動 年間表 
 
11 ⽉ 発⾜・募集 
12 ⽉ 顔合わせ 
2 ⽉ 3 ⽉ 春研修・プレオリエンテーション（⼊学前
新⼊⽣歓迎企画） 
4 ⽉( 7 ⽉) サブゼミナールアワー運営 
5 ⽉ FLC（フレッシュリーダーズキャンプ：⾃治・リーダ
ー養成企画) 

GIVE…アピールポイント 
 
新⼊⽣全員への太いパイプがあることが強みです！ 

 ビラ，広告 etc を新⼊⽣全員に配布します。 
 クラス単位でのイベントを宣伝します。 
 ⼊学した新⼊⽣が必ず⽬にする団体であることが強

みです。 
 

TAKE…連携してみたいこと 
 
サブゼミあるいは 1 つの企画として各団体さんを紹介
する機会を作りたいです！ 
 
留学   ⼈  対応 留学⽣ 対応 ⼿伝   
しい！ 
履修相談会 実施  際 ，留学     質問 
留学⽣  対応 限界           連携 
とれれば・・・。 
 

 

サブゼミ運営
クラス会 
FLC

履修相談
プレオリ 
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学⽣広報スタッフ                                       所属：広報課 

サポート対象 ⽴命館⼤学⽣   頑張 全  在学⽣ 
（＝⽴命館 学  経験 ⽣   結果 残  学⽣や、⾃主的な活動の⽬的達成
のために取り組む学⽣） 

創⽴年 2003 年 
活動場所 KIC、BKC 
連絡先 広報課 075-813-8146 

 
   

 
活動理念 

学⽣の視点から、 

⼤学の情報を、在学⽣に 

楽しく・分かりやすく 

伝えることで、 
有意義 ⾏動 繋      

主 活動 年間表 
★メインは RSWEB の取材です★ 

 「＋R な⼈」の取材・原稿作成 
 特集の企画・取材（2 3 ヶ⽉に 1 本） 
 学内⾏事        取材 
 twitter によるキャンパス情報の発信 

GIVE…アピールポイント 
 
私たちはみなさんの情報発信を 
お⼿伝いできます！ 

⼤学公式 twitter を運営しています。 
広めたい活動、知ってほしいイベント、 
紹介して欲しい⼈など・・・私たちがリツイートします！！

内容次第では 
 ⼈気コンテンツ「＋R な⼈」や 
 イマリツ特集企画などの取材に発展する可能性も？！ 

TAKE…連携してみたいこと 
 
皆さんの情報発信のプラットフォーム 
になれるアカウントを作りたい！ 

現在は twitter 広報 ⼒ ⼊     ！ 
アカウント：koho_st_RSWEB 
リツイートに加え、情報くれたらツイートします 
ky_1f2t3n@yahoo.co.jp (2014 年度⼭内) 
まで、ネタとなる情報をお知らせ下さい 

 

学⽣企画
＋R な⼈
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学⽣コーディネーター                 所属：共通教育課・サービスラーニングセンター

サポート対象  ⽴命館⼤学 ⼤学院 通 学⽣(全回⽣対象) 
・学内・学外の社会貢献活動 ⾏ 団体（             ） 

創⽴年 2004 年 創⽴              改称  2008 年 設⽴ 
活動場所 KIC:学⽽館 1 階サービスラーニングセンター横、学⽣ルーム 

BKC:アドセミナリオ 1 階 
連絡先 サービスラーニングセンター 075-465-1952 

⾐笠共有      vc_kinugasa@yahoo.co.jp 
BKC 共有アドレス  vc_bkc@live.jp 

 
   

 
活動理念 
 

 地域と学⽣を継続的につなぐ。 
⽴命館⼤学⽣ ⼒ 地域社会          
ボランティアや地域社会に貢献する活動を促進し、
学びを深める⽀援をします。 

 ⽴命館⼤学内       ⼈⼝ 増    

主 活動 年間表 
 窓⼝コーディネーション(毎⽇)…ボランティアを探

しにきた学⽣へ対話を通してピッタリなボランティア
を紹介する活動です。 

 ボランティアに関する企画を通しての活動推進、
啓発活動 
・合同ガイダンスの実施(学内：『ボラフェス』 学
外：『LSV』)  

・⽉１企画『ボランチ』(前期)『つまみ⾷いボランテ
ィア』(後期)実施 
・ボランティア⼀⽇体験プログラム『イチボラ』実施 

 ボランティア情報ペーパー『Volala  発⾏(⽉１)
GIVE…アピールポイント 
多様な分野のボランティア募集情報を紹介することがで
きます！ 
いろんなイベントや企画のメンバー(ボランティア)を広く
募集することができます！ 
学外の NPO や地域団体と深く関わっているため、団体
 魅⼒ 紹介    ！ 
学内のボランティア系ともつながっているため、紹介する
ことができます！ 
⼤学周辺 地域 魅⼒ 伝         ！ 

TAKE…連携してみたいこと 
活動紹介のムービー作成を⼿伝ってほしい！ 
・１回⽣対象のボランティア⼊⾨講座、相談会 
 留学⽣対象       相談会 
・⼤学周辺地域のことをもっと知ろうツアー 
・周辺地域で活発に活動している団体の取材 
・地域貢献に関わる活動をしている学⽣や、学内団
体への取材 
       募集情報 企画 情報発信協⼒ 
学⽣の声を届けてほしい！ 
新しい企画を⼀緒に作ってほしい！ 

1 ⽇体験プログラム
窓⼝ボランティアコー
ディネート 

ワークキャンプ
ボランティア団体 
合同ガイダンス
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2014 年度 学⽣        年間計画表 

⽉ メンバー内企画 学⽣対象企画            （『太字』は企画名称） 
4 ⽉ ◎2014 年度前期新    募集 

◎勉強会『OJT』実施 
◎『ウェルカムアワー』でボランティア説明会実施 
◎⽉⼀企画『ボランチ』実施 

5 ⽉ ◎新メンバー研修合宿 
◎⽉⼀勉強会『団体調査』実施 
◎⽉⼀相談会実施 

◎学内ボランティア系団体合同ガイダンス 
『ボラフェス』参加 

◎⽉⼀企画『ボランチ』実施 
6 ⽉ ◎⽉⼀勉強会 特別合宿 

『LSV 直前決起集会』実施 
◎⽉⼀相談会実施 

◎学外ボランティア団体合同ガイダンス 
『LETʼs START VOLUNTEER』実施 

◎⽉⼀企画『ボランチ』実施 
◎ボランティア体験プログラム(複数⽇プログラム) 

    ⾥⼭再⽣       実施 
7 ⽉ ◎2014 年度前期活動     実施 ◎⽉⼀企画『ボランチ』実施 
8 ⽉ ◎2014 年度後期計画   

◎学⽣向けニーズ調査 
◎⾐笠 BKC 合同合宿・任命式 

◎団体向けニーズ調査 
◎⾼島地域活性化プロジェクト(複数⽇プログラム) 

『⾼島ワークキャンプ』実施 
9 ⽉ ◎2014 年度新    募集 ◎ボランティア体験プログラム(単発プログラム) 

    ⾥⼭再⽣       実施 
◎広報誌『Volala♪ 10 ⽉号』発⾏ 

10 ⽉ ◎2014 年度新    募集 
◎新メンバー研修 
◎⽉⼀ボランティア企画実施 

◎学内ボランティア系団体合同ガイダンス 
『ボラフェス』参加 

◎広報誌『Volala♪ 11 ⽉号』発⾏ 
11 ⽉ ◎新メンバー研修合宿 

◎⽉⼀勉強会 
     参加団体理解 実施 

◎⽉⼀ボランティア企画実施 
◎学⽣コーディネーターパーカー作成 
◎ボラセンツアー実施 

◎ボランティア⼀⽇体験プログラム 
『イチボラ』実施 

◎学園祭展⽰企画＠ROSSO 
『あなたにピッタリなボランティア』実施 

◎⽉⼀企画『つまみ⾷いボランティア』事前企画実施 
◎広報誌『Volala♪ １２⽉号』発⾏ 

12 ⽉ ◎⽉⼀勉強会 特別合宿 
『ファシリテーター養成講座』実施 

◎⽉⼀ボランティア企画実施 
◎学⽣コーディネーター内相談会 
◎ボラセンツアー実施 

◎ボランティア⼀⽇体験プログラム 
『イチボラ』実施 

◎⽉⼀企画『つまみ⾷いボランティア』実施 
 第１弾『え!?キャンドル作りが環境保全に!？(仮)』 
◎広報誌『Volala♪ １⽉号』発⾏ 

1 ⽉ ◎勉強会実施 
「かっこいいチラシの作り⽅」実施 
◎⽉⼀ボランティア企画実施 

◎⽉⼀企画『つまみ⾷いボランティア』実施 
 第２弾   君 ⾏  突撃    台所  正⽉編 (仮)』 
◎広報誌『Volala♪ ２⽉号』発⾏ 

2 ⽉ ◎2014 年度後期活動     実施 
◎⽉⼀ボランティア企画実施 

◎⾼島地域活性化プロジェクト(複数⽇プログラム) 
『⾼島ワークキャンプ』実施 

3 ⽉ ◎2015 年度前期計画   
◎⽉⼀ボランティア企画実施 
◎⾐笠 BKC 合同合宿・任命式 

◎OIC              開設記念企画 
 『サービスラーニングセンターへようこそ！(仮)』実施 
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